様式１＜実用化研究用＞
公募型共同研究計画書
	（１）研究題目
	

	（２）研究テーマ
	

	（３）新規・継続
	□新規　□継続（　　　年度から開始）

	（４）区分
	■実用化研究

	（5） 主たる共同研究機関

	①提案機関名
	
	部局名・職名
	

	a)研究責任者氏名
	　　　　　　　　　　（ｶﾀｶﾅ：　　　　　　　　　　）

	所在地:〒

	TEL:
	E-mail:

	b)アルバイト氏名
（原則４名まで）
	
	部局名・職名
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	c)会計責任者氏名
	
	部局名・職名
	

	d)契約担当者氏名
	
	部局名・職名
	

	所在地:〒

	TEL:
	E-mail:

	② 実用化企業 又は
大学・研究機関名
	
	部局名・職名
	

	a)共同研究者氏名
	　　　　　　　　　　（ｶﾀｶﾅ：　　　　　　　　　　）

	所在地:〒

	TEL:
	E-mail:

	b)会計責任者氏名
	 
	部局名・職名
	

	c)契約担当者氏名
	 
	部局名・職名
	

	所在地:〒

	TEL:
	E-mail:

	③（公財）若狭湾エネルギー研究センター
	部局名・職名
	

	a)共同研究者氏名
	　　　　　　　　　　（ｶﾀｶﾅ：　　　　　　　　　　）

	所在地:〒914-0192　福井県敦賀市長谷64-52-1

	TEL:
	E-mail:

	（６）研究経費［税込］（該当欄のみ記載）

	主たる共同研究機関名
	研究経費
	研究協力機関名
	研究経費

	①
	円
	④
	円

	②
	円
	5 
	円

	
	小計（③を除く）
	円

	③（公財）若狭湾エネルギー研究センター
	円
	合計（③を含む）
	円

	（７）研究協力機関（該当欄のみ記載）

	④大学・研究機関名
	
	部局名・職名
	

	a)共同研究者氏名
	　　　　　　　　　　（ｶﾀｶﾅ：　　　　　　　　　　）

	所在地:〒

	TEL:
	E-mail:

	b)アルバイト氏名
（原則４名まで）
	
	部局名・職名
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	c)会計責任者氏名
	
	部局名・職名
	

	d)契約担当者氏名
	
	部局名・職名
	

	所在地:〒

	TEL:
	E-mail:

	⑤企業名
	
	部局名・職名
	

	a)共同研究者氏名
	　　　　　　　　　　（ｶﾀｶﾅ：　　　　　　　　　　）

	所在地:〒

	TEL:
	E-mail:

	b)会計責任者氏名
	
	部局名・職名
	

	c)契約担当者氏名
	
	部局名・職名
	

	所在地:〒

	TEL:
	E-mail:

	（８）実用化企業／産学官連携コーディネータ等（実用化／事業化構想に対する見解提供者）

	実用化企業名
	
	部局名・職名
	

	a)氏名
	　　　　　　　　　　（ｶﾀｶﾅ：　　　　　　　　　　）

	所在地:〒

	TEL:
	E-mail:

	大学・研究機関名
	
	部局名・職名
	

	a)氏名
	　　　　　　　　　　（ｶﾀｶﾅ：　　　　　　　　　　）

	所在地:〒

	TEL:
	E-mail:


（様式２）＜実用化研究用＞
１．研究概要説明
（１）研究概要等
　　　①研究概要（下記②～⑤の内容を、100文字程度で簡潔に判りやすくまとめて記載してください。）
	


　　　②社会経済的・科学技術的背景（実用化／事業化された場合の潜在的な市場規模などの社会経済的背景や社会貢献度、実用化／事業化のための技術課題など、科学技術的な背景を記載してください。また、本研究に関連した他の研究動向についても記入してください。）
	


　
③研究内容（第三者に判りやすく、丁寧に記入してください）
	１）これまでに得られた知見
２）本研究内容



　　
　　　④本研究の必要性・新規性について（他の項目と重複しますが、箇条書きで記入してください。）
	・
・
・
・


　　　⑤実用化／事業化に至る構想（共同研究者の役割分担も含めて、実用化／事業化に至る構想を具体的に記載してください。）
	


⑥実用化／事業化に至る構想に対する見解
（構想の実現性等について、客観的な見解を記載してください。）
	１）実用化企業の見解
（所属・職・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２）産学官連携コーディネータ等の見解
（所属・職・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



⑦役割分担
（研究計画書（５），（７）と重複しますが、各研究者・アルバイトの役割を簡潔に記載してください。）
	研究機関名
	研究者／アルバイト名
	役　割　分　担

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（２）対外発表／特許申請実績（本研究に関連した主な対外発表／特許申請実績を記載してください。）
	


２．研究の具体的方法
（１）研究全体の実施内容（参考）（複数年の研究を予定されている場合には、参考までに最長3年間で研究全体の実施内容を示して下さい。但し、これによって複数年の研究実施を担保するものではありません。）
	年　度
	実　施　内　容
	備考

	初年度
	
	

	２年度
	
	

	３年度
	
	


（２）当該年度の実施内容
　　　①研究スケジュール（３．旅行計画や４．設備利用計画と整合を取って記載して下さい。）
	研究項目
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	１月
	２月

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


②具体的な研究方法（上記①研究スケジュールの研究項目に沿って記載してください。利用設備を交えて、具体的な実験方法を判りやすくに記載してください。）
	


３．旅行計画（５．研究経費の旅費と整合を取って記載してください。記載例は削除してください。）
	No
	所属機関名・
部局名
	職名・
氏名
	訪問先（目的）
	訪問回数
（宿泊数）
	旅行経路（手段）

	①
	○○大学
○○学部
	教授
○○
	エネ研（生物照射コース照射立会）
	１回
（２泊３日）
	○○駅～敦賀駅（JR）
敦賀駅～エネ研～ホテル（タクシー）

	②
	○○大学
○○学部
	教授
○○
	エネ研（生物照射コース照射立会）
	３回
（日帰り）
	○○大学～高速～エネ研（自家用車）

	③
	
	
	
	
	

	④
	
	
	
	
	


４．設備利用計画（５．研究経費の設備利用料と整合を取って記載して下さい。記載例は削除してください。）
	No
	利用場所
	設備名
	利用目的
	(A)
延日数
	(B)
時間/日
	(A*B)
延時間
	単価
（円/時間）

	①
	エネ研
	生物照射コース
（高エネルギー）
	○○
	4
	2
	8
	20,200

	②
	エネ研
	走査型電子顕微鏡
	○○
	4
	5
	20
	   200

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


